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4月

さ っ そ う と 登 場 新一 年 生

４月６日一 町内 ４つの小学 校と組合立大技小学校で入学式が衍われ ．あわせて195 人の

新一年生が誕生し た．

あい に＜雨にたたら れた一日だった が ．大枝小学枚では25 名｛.内 西人枝から10 名｝の 新

入生が東大枝と 西大桟地区 から元 気いっばい登校 ，新し い生活のスタートをきった.



阿津賀志山防塁が国史跡に

防塁

では 全国 で三 番目

昨
年
三
月
、
国
の
文
化
財
保
譚
審
議
会
が
国
の
史
跡
に
す
ぺ
き
と
笞
申
し
た

通
称
二
重
堀
が
、
三
月
十
四
日
愕
で
阿
潭
賀
志
山
防
塁
と
し
て
正
式
に
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
福
岡
県
に
二
つ
あ
る
。
元
寇
｛
げ
ん
こ
う
｝
防
躍
と
七
世
紀
に
新

羅
に
対
す
る
防
御
の
た
め
に
築
か
れ
た
水
城
（
み
ず
き
）
跡
に
次
い
で
防
塁
で

は
全
国
で
三
番
目
と
い
う
価
値
あ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
昭
和
十
年
に
指
定
さ
れ
た
石
毋
田
供
養
場
と
並
ん
で
当

叨
で
。
二
つ
目
の
国
史
跡
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指

定

地

域

今
回
桁
定
さ
れ
た
地
城
は
、
阿
津
賀

志
山
の
山
頂
か
ら
大
字
西
人
枝
石
田

の

当
時
の
阿
武
隈
川
（
現
在
の
滑
川
）
ま

で
の
延
長
円
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
う
ち
、

防
塁
が
比
較
的
元
の
形
状
を
と
ど
め
て

い
る
部
分
で
す
。
そ
の
而
碵
は
約
二
万

四
千
平

方
メ
ー
ト
ル
と

い
う
広
人

な
も

の
で
す
。

こ
の
広
域
に
わ
た
る
地
域
の
指
定
に

は
、
地
。兀
地
権
右
の
昏
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
。
関
係
右
の
方
々
の
文
化
財

保
護
に
対
ず
る
心
か
ら
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
隅
物
で

、
町
と
し
て
厚
く
お
札

申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
今
後
も
そ
の
保

存
粁
理
な
ど
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
斡

い
い
た
し
ま
す
。

阿
津
賀
志
山
防
塁
と
は

こ
の
防
塁
は
．
文
治
八
年
ご
一
一
八

九
）
源
頼
朝
が
全
国
の
平
定
の
加
に
残

さ
れ
た
奥
羽
掌
握
の
た
め
、
平
泉
の
藤

原
奉
術
｛
や
す
ひ
ら
｝
追
討
の
軍
を

お

こ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
奥
州
合
戦
時

に
藤

原
軍
の
迎
撃
防
御

線
と
し
て
築
か
れ
た

も
の
で
す
．

こ
の
奥
州
合
戦

に
頼
朝
が
費
や
し
た

時
間
は
鎌
倉
出
発

か
ら
帰
着
ま
で
三

か

月
余
り
で
す

が
、
両
軍
の
決
戦
場
と
な

っ
た
の
は
阿
潭
貿
志
山
の
合
戦

で
す
．

こ
の
合
戦
の
有
様
は

’
吾
妻
鑑
（
あ
ず

ま
か
が
み

）
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

お
り
．
楽
衡
方
は

『
阿
津
貿
志

山
と
国

兒
宿
と
の
中
間
に
に
わ
か
に
囗
五
丈
の

堀
を
構
え
逢
隈
川
の
流
れ
を
堰

き
入
れ

』

と
あ
る
二
皿

堀
が
今
回
指
定

さ
れ
た
防

塁
で
す
．

昭
和
五
十
四

年
の
福
鳥
県
教
育
委
員

会
の
発
堀
醐
査
に
よ

っ
て
、
堀
輻
は

．

『
五
い
ｌ
鑑
』
に
あ
る
口
五
丈
｛
約
十
丘
メ

ー
ト
ル

｝
に
ほ

ぼ
合
致
し
た
Ｖ
字
形
の

薬
研
｛

や
げ
ん
｝
堀
で
あ
る
こ
と
や
、

全
長
に
わ
た
っ
て
二
重
の
堀
と
三

重
の

土
塁
が
築
か
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い

た
の
が

．
重
堀
の
郎
分
も
存
在
し
た
こ

と
な
ど
が
確
認

さ
れ
て
、
こ
の
防
塁

全

体
の
像

が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し

た
．

小
林
福
島
人
教
授
の
推
定

に
よ

れ
ば

こ
の
防
塁
工
小
と
付
近
の
防
卿
陣
地
構

築
を
合
せ
る
と
な
ん
と
延

べ
四
卜
万
人

の
人
夫
が
動
八

さ
れ
．
そ

れ
は
信
夫
、

伊
達
、
刈
田
の
．
．．郡
の
課
役
対
匁
の
男

Ｆ
瓦
千
人
が
総
動
具
で
ハ
ト
日
間
の
突

″Ｈ
工
嘔
で
完
成
さ
せ
た
も
の

と
さ
れ
て

い
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
、
日
本

の
歴
史
を
画
す

る
奥
州
合
戦
時
の
主
戦
鳩
と
な
っ
た
阿

津
賀
志
山
古
戦
場
と
壮
大
な
土
木
工
事

を
し
の
ば
せ
る
防
塁
跡
は
明
確
に
日
本

の
歴
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
文
化
遺
産

で
す
。

今
後
の
保
存
管
理

今
ま
で
地
元
は
も
ら
ろ

ん
の
こ

と
全

国
の
識
者
に
よ
っ
て
こ
の
防
塁
の
保
存

が
強
く
叫
ば
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、

今
回
の
指
定
は
、
す
で

に
そ
の
多
く
の

部
分

が
失
わ
れ
て
い
る
に
せ
よ

。
こ
こ

数
年
の
間
、
町
内

で
も
多

く
の
消
え
て

し
ま
っ
た
文
化
財
と
同
じ
運
命
を
た
ど

ら
ず

に
済
ん
だ
こ
と
に
大

き
な
意
義
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
指
定

を
受
け
た

か
ら
と

い

っ
て
保
存
管
理
が
す
べ
て
済
ん
だ
と

い

う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら

町
が
あ
る
い
は
町
民

が
こ
の
文
化
財
を

禎
極
的
に
保
存
し

、
僮
世

に
引
き
鞋
い

で
ゆ
く
方
策
を
早
急

に
立
て
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
町
で
は
、
福
岡

県

の
こ

つ
の
防
塁

保
存
の
実
例
の
視
察
や

そ
の
他

の
資
料
を
集
め
る
な
ど
長
期
針

画
策
定

の
準

繝
を
忽

い
で
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
文
化
財
は
、
法
隆
寺
金

堂
駅
画
娩
失
の
例
を
み
る
ま
で
も
な
く

一
慶
失
わ
れ
れ
ぱ
も
う
二

度
と
も
ど
ら

ぬ
も
の
で
す
。
こ
の
防
塁
も
八
百
年
の

歴
史
の
重

さ
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
今
の

わ
れ
わ
れ
の
手
で
守

っ
て
い
き
た

い
も

の
で
す
。



国
史
跡
の
指
定
に
お
も
う

町
文
化
財
審
議
会
会
長
　
佐

藤

善

次

郎

今

般
三
月
十
四
日
付
官
報
を
も
っ
て

、

わ
が
町

の
阿
津
賀
志
山
防
塁
が
。
重
要

文
化

財
と
し
て

、
国
の
史
跡
に
指
定
す

る
旨
の
告
示

が
あ

っ
た
。
多
年
の
悲
噸

が
か
な
え
ら
れ
て
、
ま
こ
と
に
喜
び
に

堪
え
な
い
。
と
同
時

に
町
に
と
っ
て
も
、

全
国
に
跨
る

に
足
る
事
実

が
生
じ
た
こ

と
を
素
直
に

喜
び
た
い
と

思
う
。

改
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
阿
津

賀
志
山
防
塁
は
、
文
治
五
年
八
月
七
日

か
ら
十
日
に
か
け
て
の
阿
津
賀
志
山
合

喊
に
、
平
泉
方
が
源
頼
朝
の
軍
を
防
ぐ

た
め
に
構
築
さ
れ
た
防
塁
で
あ
り
、
阿

津
賀
志
山
腹
か
ら
、
ほ
ぽ
滑
川

に
そ
っ

て
、
西
大
技
の
当
時
の
阿
武
隈
川
岸

に

違
す
る
約
四

キ
ロ
の
線
の
防
塞
｛

さ
い
｝

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
二
重
堀
で
あ

る
。

福
大
の
小
林
先
生
は
、
こ
の
工

事
は
、

当
時
の
幼
稚
な
土
木
作
業
で
は
、
約
二

十
五
万
人
を
要
し
た
一
大
土
木
工
事
で

あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

今
回

の
指
定
個
所
は
、
阿
津
賀
志
山

頂

か
ら
四
号
国
道
ま
で
と
、
大
木
一
尸
字

商

檎
地
内

か
ら
西
大
枝
字
下
二
重
堀
地

内

ま
で
、
六
十
五
筆
、
面
禎
約
二
万
。二

千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で

い
る
。

地
嘸
者
は
九
十
八
名
で

。
こ
れ
ら
の
地

権
者
各
位
の

ご
理
解

と
ご
協
力
に
対
し

て
は
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
感
謝
す
る

も
の
で
あ
る
。

防
ｌ
で
国
指
定
の
史
跡
は
、
福
岡
県

に
二

ヵ
所
あ
る
の
み
で
、
一
つ
は
水
城

大

堤
で

、
太
宰
府
を
敵
の
侵
入
か
ら
防

ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
一
つ
は
多
々

羅
浜
の

、
元
軍
を
水
際
で
迎
撃
す
る
た

め
の
、
。兀
寇
｛
げ
ん
こ
う

｝
防
塁
で
あ

る
。
そ
し
て
第
一
二
番
目

に
、
阿
津
賀
志

山
防
塁

が
指
定
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
規

模
に
お
い
て
も
、
そ
の
歴

史
的

価
値

に
お
い
て
も
、
前
記
こ
力
所
に
劣

る
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
、
史
家
の
等

し
く
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ

指
定

が
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
。
た

だ
違
う
の
は
、
福
岡
県
の
二
ヵ
所
は

、

ま
こ
と

に
よ
く
環

境
が
整
備
さ
れ
保
存

さ
れ
て

い
る

こ
と
で

あ
る
。

阿
津
賀
志
山

と
は
比
す

べ

く
も
な
い
。

町
で
は
今
回
の
指
定
を
記
念
し
て
、

文
化
財
の
保
護
額
彰
の
た
め
、
講
演
会

や
、
防
塁
に
か
か
わ
る
歴
史
展
の
ご
と

き
も
の
の
計
曲
が
あ
る
や
に
き
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
一
時
的
事
業
も
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
な
り
の
意
義
を
も
つ
も
の

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
恒

久
的
整
瓣
事
業
に
、
段
階
的
に
、
即
時

取
り
組
ま
ね
ば
。
せ
っ
か
く
の
国
の
指

定
が
泣
く
で
あ
ろ
う
。
特
に
行
政
面
の

善
処
を
望
む
や
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
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6000万

円

予算きまる
昭
和
五
十
六
年
度
町
議
会
定
例
会
が
会
期
七
日
間
の
予
定
で
、
三
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
一
般
会
計
の
予
算
は
総
需
要
の
抑
制
的
な
明
る
さ
の
少
な
い
厳
し
い
環
境
を
反
映

し
た
と
は
い
え
、
総
額
で
十
八
億
六
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
二
億
五
百
万
円
の
増
、

率
に
し
て

匸

Ｔ

四
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
特
別
会
計
の
う
ち
、
国
保
会
計
に
つ
い
て
は
。
他
の
健
康
保
険
加
入
な
ど
に
よ
り
年

ご
と
に
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
保
険
給
付
薺
は
増
加
す
る
一
方
に
あ
り
、
全
体
の
予

算
額
は
前
年
に
比
べ
る
と

、
七
千
万
円
の

増
と
な
り
、
率
に
し
て
一
五
・
七
％
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

歳
　
入

昭
和
五
十
六
年
度
の
歳
入
予
算
の
主

要
な
科
目
の
構
成
比

を
兒
て
み
ま
す
と
、

地
方
交
付
税
が
全
体
の
四
六

こ

％

で

最
も
多
く
、
つ
い
で
町
税

が
一
七
・
二

％
、
国
庫
支
出
金

が
一
一
％
、
町
濆
八
’

三
％

、
繰
入
金

が
五
・
四
％
．
県
支
出

金
が
五

こ
二
％

の
噸
に
な
っ
て

い
ま
す
．

こ
の
六
科
目
で
九
三
・
三
％
を
占
め
、

予
算
総
額

に
対
す
る
依
存
財
源
の
割
合

は
七
三
・
四
％

、
自
主

財
源
の
割
合
は

二

六
・
六
％

と
な
っ
て

い
ま
す
．

ま
た
、
歳
入
予
算
を
自
主
財
源
と
国

県
依
存
財
源
で
は
構
成
比
を
み
て
み

ま

す
と
、
自
主
財
源
で
は
前
年
度
よ
り
冫

二
％

高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
繰

歳　　入
18億6 00万円

国

税

だ

よ

り

確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き
は

所
得
税
の
晴
定
申
告
の
受
付

は
三
月

十
六
日
で
終
り
ま
し
た
が
、
申
告

書
を

提
出
し
た
筏
で
、
計
算
や
内
容

に
間
違

い
が
あ

る
こ
と
に
飢
付
い
た
人

は
お
り

ま
せ
ん

か
。

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

、

す
ぐ
に
、
「
修
正

申
告

」
や
「
更
生
」
の

請
求
を
し
て
正
し

い
金
額
に
訂
正

し
ま

な
お
、
詳
し
く
は
最
寄
の
税

務
署
や

税

務
相
鋏
寰
（
分
窒
）
へ
ご
相
談

く
だ

さ
い
。

確
定
申
告

と
か
け
て
、
結
婚
記

念
日

と
と
き
ま
す
。

そ
の

心
は
…
…
…
…
…

間

違
が
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
忘
れ
る

こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

修
正
申
告
、
更
生
の
請
求
。
期
限
後

申
告
は
早
目

に
ど
う

ぞ
″‥

Ｏ

碓
定
申
告

が
間

遠
っ
て

い
た
と
き
は



一般会計　18億

昭和56年度

人
金
が
削
年
度

よ
り
六
千
万
円
増
と
な

っ
て

い
る
た
め
で
す

。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た・
だ

く
予
定
の
町
税
は
ご一
億
冫
ｒ
こ
卜
二
万

円
で
、
収
入
全
体
の
約
六
分
の
一
強
で

あ
り
、
依
然
と
し
て
依
存
財
源

に
幀
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。
以

下

歳
人
区

分
は
別
表
の

と
お
り

に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
と
は

町
自
身
が
収
入
額
を
見
積
り
、
賦
課

徹
収
す
る
な
ど
、
自
主
的

に
確
保
で
き

る
収
人
で
、
町
税

、
分
担
金
及
び
負
担

金
、
財
産
収
人

、
使
用
科
及
び
手
数
料
、

繰
人
金

な
ど
で

す
。

依
存
財
源
と
は

国
か
ら
定
め
ら
れ
た
甑
を
交
付
さ
れ

た
り
、
割
当
て
ら
れ
る
収
人
で
地
方
譲

与
税
、
地
方
交
付
税
、
国
｛
県
一
支
出

金
、
町
濆
な
ど
で
す
。

歳

出

今
年
の
歳
出
の
割
合
は
上
表
の
と
お

り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

沖

ぴ
率
の
多
い
費
目

か
ら
み
て
み
ま

す
と
、
教
育
費
、
農
林
水
産
業

費
、
総

務
費
な
ど
が
著
し
く
伸
び
て
い
ま
す

。

こ
れ
は
、
教
育
費
が
藤
田
小

学
校
改
築

公
憤
費
は
、
藤
田
、
小
坂
両

小
学
校

改

築
に
よ
る
利
子
補
給
分
、
農
林
水
産
業

費
は
、
落
藁
果
樹
高
能
畢
生
産
団

地
育

成
事
業
補
助
金
を
主
と
し
て
、
各
種
補

助
事
業
の
増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。
ま

た
、
総
務
費
の
増
に
つ
い
て
は
、
人
件

費
。
集
会
施
設
建
般
に
よ

る
増
加
で

す
。

愛
鳥
週
間

五
月
十
日
か
ら

徳
江
河
康
で

白
鳥
、
ま
も
な
く
北
国
へ

徳
江
河
原
で
遊
ぶ
四
〇
羽

曾
ど
け
の
水
か
さ
の
増
し
た
阿
武
隈

川
に
、
白
鳥
が
渡
り
を
忘
れ
た
よ
う
に

遊
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
ま
だ
人

に
知
ら
れ
て
い
な

い
白
鳥
の
た
ま
り
場

。
徳
江
河
原
で
す
。

昨
年
の
秋
、
約
四
十
羽
が
飛
来
し
て
以

来
、
付
近
の
か
も
猟
の
銃
の
音
、
す
ぐ

下

流
の
橋
梁
工
事
の
騒
音
に
も
め
げ
ず

に
住
み

つ
き
、
無
心

に
え
さ
を
つ
い
ば

ん
で
い
ま
し

た
。

足

も
と
の
枯
草
の
な

か
か
ら
は
、
あ

さ
黄
色
の
著
芽

に
ま

じ
っ
て
、
つ
く
し

ん
ぼ
う
が
顔
を
出
し
て

い
ま
す
。

も
ｙ

春
、
白

鳥
が
北
国
へ
帰
る
の
も

間
近
で
す
。
来
年
も
そ
ろ
っ
て
元
気
な

姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。



民　生　費

｜億9 , 8 万円

この費目は､お年寄りや子供､身障者など、社会的に

弱い立場にある人達の福祉を退める経費です。民生委

員に要する費用や老人医療費、季節保宵所の経費がお

もなものです。

’重慶心身障害者医療費補助金………………537 万円

‘ 民生委負調査委託料…………………………127 万円

’国民年金徴収報償金…………………………193 万円

’老人家庭奉仕員委託料･………………………144 万円

‘ 老人福祉費……………………………………404 万円

・養護老人ホーム組合負担金…………………273 万円

・老人医療費…………………………………7. 万円

・季節保育所に婪する経費……………………104 万円

・孔児医療費扶助費･--………………………… 】64万円

・兄童福祉施設費……………………………4.  7 万円

●児童手当……………………………………2.  引 9万円

衛　生　費

１億9,808万円

町民の健康を守るため。成人病検診をはじめ、いろ

いろの予防対策や清潔で美しい町づくりをするための

費用です。おもなものとして、公立病院負担金、伊漣

地方衛生処理組合負担金などがあります。

’循環 器検診事業………………………………211 万円

’成人病検診事案………………………………2 】2万円

公゙立藤田病院組合負担金…………………9.  9万円

’三町火葬場協議会負担金……………………300 万円

’健康づくり事業………………………………117 万円

’結核検診事業…………………………………191 万円

‘ 各種予防対策事業…………………-･…………249 万円

’ごみ収集民問委託料…………………………600 万円

’伊達衛生処理組 合負担金…………………4,794 万円

農林水産業費

｜億8  靆 引万 円

昨年度から導入いたしました農山漁村振興特別対策

事業も二年目 を迎え大木戸集会所の建設と、野菜銘柄

崖地育成、落葉果樹高能率生産集団育成など、農業振

興のために努力しています。前年度に比べて 取 525万

円の伸び、崋にして9  ｺ %の増となっています。

｀水田 総合 利 用 対策事業 費…… ……… …… …234 万 円

‘ 水田 利用 再編 対策推 進費 ……… …… …… …704 万 円

’災書 資 金利 子補 給金…… ……… …… …… …456 万 円

‘ 農葉団 体 育成 活動補助 金… ……… …… ……225 万円

｀青 果勧 価格 補賞出 資兪…… …… …… …… …306 万円

’晨山漁 村振 興特 別 対策事 業補助 金… …… …654 万円

’野 菜銘 柄産 地育 成開 発事業 補助 金… ………388 万円

’落藕果樹高能畢 生産集団育成事裏襴助金……2.0（X）万 円

’低 位 生産【濶再開発事 業補助 金… …… ………415 万円

‘ 転 作促 進特 別対 策事 業 補助金… …… ……2.3 万円

・町 営牧場 整 備事業 補助金 …………… ………137 万円

’町 単土地 改良 事葉 費…… ………… …………404 万円

・伊漣 地区 広 城裏道豊 備 促進協議 会負担 金

… ………1.421 万 円

・伊達 西部 土地 改良区 補助 金…… …… ……1,348 万円

’西根 壥土地 改 良区袖 助金 ……………………178 万円

・土地 改良 本業 長期 擒償通助 成金･-･…… …317 万円

’桑折町 国 見町 有北山岨 合 負姐金… …… ……148 万円

土　木　費

1億5138万円

道鳬は私たち生活の基盤となるものです、生みよい

環境づくり、町づくりに、道路網の螯鱒は欠かせませ

ん。今年は町単独事業で町道の拡幡改良６路線と、補

助事業の舗装工事１路線がおもなものです。

●土木管理費…………………………………3.  4 万円

●道路橋梁費………………………-…………L767 万円

・道路新設改良費…………………………… れ 0 万円

●都市叶画賢…………………………………1536 万円

●住宅 費…………………………………………172 万円

今月のこよみ

４月　卯月（うづき）

18日・発明の日

匐日・穀雨・逓信記念日30

日・図書館記念日

５月　五月（さつき）

１日・メーデー

２日・八十八夜

３日 一憲法記念日　

１

５日・子どもの日

10日.・毋の日・愛鳥週間

山
火
事
注
意

燃やすまい 山は緑に 萌えるもの



教　育　費

億 み 262万円

教宵費は、学校教育費だけでなく。社会教育を含め

た生涯教育 を推進する幅広い範囲をもっています。今

年度は前年比23.9 %の増となっています。これは藤Ⅲ

小学校の改築費が歳出総額の半分以上を占め、そのほ

かに、給食センター負担金、公民館活助費などが含ま

れています。

’藤田小学校改築事業 費………………３皓4.650 万円

’各り`学校管理経費…………………………2.3  %万円

‘ 県北中学校管理経費…………………………949 万円

’各小学校教育振興経費………………………737 万円

・県北中学校教育振興経費……………………706 万円

・幼稚園管理理営費……………………………504 万円

・町民学校などの開設経費……………………125 ’万円

・阿津賀志山防塁跡只上及び管理経費……l,080 万円

・町民スポーツ娠興に要する経費……………399 万円

・伊達，桑折，国見町 学枚給食センター負担金

…………3.  5 万円

’大技小学枚組合分拠金 ………………………450 万1･11

消　防　費

7｡481万円
町民の生命財産を旙る消防。

今年も常備消防。町消防団を中心に消防施設の整備

を図り、防火体制の強化充実をすすめます。

’伊達地方消防組合負担金…………………5.6 万円

’非常臟鴟 費…………………………………532 万円

・消防施設費……………………………………260 万円

総　務　費

２億3684万円

この経費には､総務管理費､徴税費、戸籍住民基本台

帳費、選挙費。統計調査費などがあります。

・特別職と一般職の人件費……………｜億2.326 万円

・集会施設建設工事誚負費……………………900 万円

●交通安全対策費………………………………336 万円

・税務事務針算センター委託料………………269 万円

・町税の前納及完納 報償金……………………608 万円

・農業委員会委員選挙執行費……………………81万円

●統計調査費………………………………………33万円

特別会計

特 別 会 計

会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　 較

国民健康保険 引 5.  网 445. 70,000

貝田簡易水道 5.9 8.551 △2  ､ 5

青　　　 英 5.288 2.7 2.517

入山 財 産 区 4.910 5.0 △　95

大木戸財産区 185 152 33

藤 田 財 産区 500 711 △211

針 531, 462 靆 69.  6

水道事業会計

科　　　　 目 本年攪予算額 前年廈予算顫 比　　　 較

収 益 的
収 入 90 , 849 90. 花 7 122

支 出 93  IO
.
 145 10.465

資 本 的
収 入 1 , 78 | 113.910 △1  仇 210

支 出 7 靆 し 213 △14,075

心 配 ご と 相 談 日

場所：役場二階相談室( 東側入口よりお入り下さい)

時間：９時～12時

こまったことや．相謫ごとがありましたら．

お飢軽にご相談下さい、秘密は絶対に守ります．

〔相談 員〕

０ ４月25日（土）吉 田　忠 古，古　田　とし子

０ ５月6 日（水）吉　田　正 雄，牧 野 容 子

０ ５月15日（金）阿　 部 俊 怛，梁 瀬　貞　子

善　意　の　窓
町社会福祉協議会

Ｏ佐藤英治さん（西大岐字西）より　１万5  靆 円 亡父平治毆のご遺志

○町峰人会違協代表 屹藤マチヨさん、赤坂妙子さん、俺藤マサ子さん．

阿部ノブさん、佐藤ミキさんより 映面会の藍金 ２万円
小坂小学校

Ｏ柱時針E1 本敬神崇祖自修lj-l舮 日本天童瀘奉費会桑折逓場小坂方部橡

Ｏ柱吟計 仲野周 蔵 様 0テント 古纛忠一様0  校 長 机､椅子､戸柵 朽木哲
也様Ｏ柱時計 柴田辰造様○卓球台 筏藤功様Ｏ置時計 由井順郎橡

Ｏ槓斷旗 小坂交過安全母の会様 県北中 Ｏ名人スリッパ 高橋芳男様

Ｏトランペット 志村建般様 0 金 5 万円也 昭和31年卒業生一同様



奥
山
収
入
役
が
退
任

三
月
三
十
一
日
で

さ
る
五
十
五
年
八
月
よ
り
病
訊
療
養

中
の
収
入
役
奥
山
忠
雄
氏
が
　
こ
の
程

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

奥
山
さ
ん
は
昭
和
四
上

一
年
第
二
代

国
見
町
収
入
役
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
以

来
、
円
期
十
四
年
に
わ
た
っ
て
、
町
の

財
政
に
携
っ
て
来
ま
し
た
。

符
に
円
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、

五
十
三
年
六
月
の
宮
城
県
沖
地
震
な
ど
。

ひ
っ
迫
し
た
地
方
財
政
の
な
か
に
あ
っ

て
は

、
そ
の
餓
か
な
知
識
と
経
験
を
も

っ
て
困
難
な
事
態
に
対
処
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
た
び
任
期
拏
ば
で
退
任
さ
れ
る

こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
ご
自
愛
哩
一
に
、
好

き
な
読
書

や
趣
味
の
写
良
な
ど
に
、
充
爽
し
た
毎

日
を
お
過

し
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

な
お
、
僮
任
の
収
人
役

が
決
定
す
る

ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間
、
佐
藤
存
夫
出

納
係
長
が
そ
の
職
務
を
代
理
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し

く
お
噸

い
し
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
に
総
理
大
臣
賞

国
勢
調
査
に
八
回
従
事

こ
の
た
び
、
西
大
枝
字
北
谷
地
一
〇

の
佐
藤
及
寿
さ
ん
が
、
昨
年
行
わ
れ
た

国

勢
調
査
で
の
優
秀
な
調
査
Ｆ

椀
を
認

め
ら
れ
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
必
け
ら

れ
ま
し

た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
終
戦
後
間
も
な
い
昭

和
二
十
二
年
、
初
め
て
国

勢
調
査

に
従

事
し
て
以
来
昨
年
ま
で
で
連
紋
八
回
と

い
う
ベ
テ
ラ
ン
中

の
ベ
テ
ラ

ン
で
す
。

統
計
調
査
の
必
要

度
は
高
ま
る
一
方

、

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
調
査
項
目
の
細
分
化

な
ど
で
調
査
へ
の
協
力
が
む
ず
か
し
く

な
っ
て

き
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
各
稙

の
統
計
の
実
施
は
佐
藤
さ
ん
の
よ
う

に

地
域
の
信
頼
を

に
　コ
　Ｇ

力
に

負

う
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
い
え
ま
す
。

今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
矚
い
し

ま
十
。

町
職
員
の
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（

）
は
旧
任

ご
苦
劣
さ
ま
で
し
た
．

原田 さん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す

。

古内さん

退
職

▽
原
旧
サ
タ
｛
小
坂
小
｝閃
理
Ｕ

）

新
採
用

占
内
科
患

藤

山
幼
教
諭

異

勧
▽
産
裏
課
長
｛
公
民
館
長

｝
占
Ⅲ
貞
造

▽
公
民
館

長
｛

産
業
課
長

｝
大
内
正

美

▽
企
叫
課
広
似

広
聴
係
長
（
建
般
課
管

理
係
長
）
原
田
金

蔵
▽
建
設
課
管
理
係

長

一
公
民
館
係

長
）
佐
久
問
靖
明
▽
住

民
課
柵
祉
係
長
（
総
務
課
付
県
出
向

）

須
田

裨
治

▽
公
民
館
係
及

一
産
業
課
は

場
整
仰
係
畏

｝
小
池
芳
ｍ
″
▽
総
務
課
付

県
出
向

一
住
民

課
禍
祉
係
長

）
吉
Ⅲ
俊

江
▽
税
務
課
賦

課
係
｛
同
徴
収
係

｝
佐

藤
幸
子

▽
森
江

野
小
嘔
務
（
総
務
課
庶

務
係

）
八
卷
篶
枝
子

▽
総
務
課
庶

務
係

（

企
画

課
広
報

広
聴
係

）
黒
田
ア
ヤ
子

▽
税
務
課
徹
収
係
｛
小
坂
小
事
務
｝
菊

地
軽
ｆ

▽
小

坂
小
事
務
（
森
江
野
小
事

務

）
中

山
ミ
エ
子

▽
小
坂
小
調
理
貝

（
藤
田
小
調
理
貝

こ

僕
蘰
ク
ラ
ヨ

▽
給

食
セ
ッ

タ
ー
調
理
員
｛
藤
田
小
調
理
員

｝

大
沼
ミ
ワ

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（

）
は
旧
任

転
出

▽
柚
島
市
立
笹
谷
小
校
長
｛
藤
田
小
校

鰻

｝
小
川
鐡
▽
桑
折
町
立
半
田

醸
芳
小

（
藤
田
小
）
佐
久
閲
裕

▽
梁
川
町
立
者

川
小
簀
謾
教
諭
｛

藤
田
小

｝
石
川
清
美

▽
福
鳥
市
立
岡

山
小
栄

養
技
師
｛
藤
田

小

｝
杉
崎
一
江
▽
梁
川
小
（
小
坂
小

）

大
泉
昭
治
▽
保
原
町
立
柱
沢
小
教
頭
｛

森
江
野
小
教
頭

｝
阿
部
仲
蔵

▽
伊
達
町

立
東
小
（
森
江

野
小

）
五
十
嵐
悦
雄
▽

桑
折
町
立
醸
芳
小
（
森
江
野
小

）
根
本

光
ｆ

▽
福
島
市
立
渦
野
小
校
長
（
大
木

戸
小
校
鎚

）
樢
本
隆
夬
▽
伊
達
町
立
伊

達
中
（
県
北
中

）
阿
部
義
男
▽
福
鳥
市

立
ａ

陸
中
（
県
北
中

）
関
口
正

充
良

▽

桑
折
町
立

醸
芳
中
（
県
北
中

）斎
藤
紀
文

▽
い
わ
き
巾
立
小
名
浜
第
二
中

（
県
北

中

）渡
辺
冊
瞳

▽
保
原
町
立
保
原
中
（
県

北
中

）
Ⅲ
中
イ
ワ
子

▽
福
島
市
立
福
島

第
ゴ
ー中
｛
県
北
中

｝
高
野
佳
子
▽
い
わ

き
市
立

錦
中
（
県
北
中

）
山
口
敦
子

転
入

▽
藤
田
小
校
長
｛
ｊ

田
醸
芳
小
校
長
｝

宍
戸
成
男
▽
藤
田
小
｛
桑
折
町
立
伊
達

崎
小
｝
畑
徳

祐
▽
藤
田
小
賛
縵
助
教
諭

（
析
探
用

）
大
富
千
賀
子
▽
庫
田
小
（

新
探
用
）
高
檎

徹
▽
小
坂
小
（
保
原

町

立
保
原
小

）
門

脇
勇

▽
森
江
野
小
教
頭

｛

岩
代
町
立
小
浜
小

｝
伊
藤
惇
▽
森
江

野
小
｛
川
俣
町
立
山
木
屋
小

｝
田
辺
節

子
▽
森
江

野
小
（
新
採
用

）
芝
田
俊
久

▽
大
木
戸
小
校
長
（
浪
江
町
立
津
鳥
中

校
畏

）
山
上
廣

▽
県
北
中
｛

梁
川
町

立

梁
川
中

｝
池
田
光
雄

▽
県
北
中
（
霊
山

町
立
霊

山
中

）
横
山
充

▽
県
北
中
（

福

鳥
市
立

鍵
護
学
枚

）
罵
哲
也

▽
県
北
中

（

川
俣
町
立
川
俣
中

）
飯
沼
保
良
▽
県

北
中
｛
梁
川
小

｝
高
檎
災
枝
▽
県
北
中

｛
郡

山
市
立
御
館
中

｝
黒
澤
美
智
子
▽

県
北
中
｛
新
採
用

｝
国
分
淑
子

早
坂
巡
査
が
赴
任

小
坂
・
山
崎
を
担
当

藤
田
駐
在
所
に
四
月
か
ら
赴
任
し
た

早
坂
孝
志
巡
査
は
、
福
鳥
市
出
身
で
二

十
五
歳
の
独
身
の
好
青
年
。
ス
マ
ー
ト

な
外
兄
の
一
方
、
桑
折
警
察
署
警
備
豚

か
ら
の
転
出
で
剣
道
そ
段
の
猛
者
（
も

き
）
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
地
区
の

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
噸
い
し
ま
す
。



あ
の
人
こ
の
人

若
者
の
ポ
ケ

″
卜
は
、
中
味
は
貧
し

く
と
も
大

き
く
ふ
く
ら
む
だ
け
の
容
量

を
持
つ
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

通
じ
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
の
交
流
で
そ

の
中
を

一
杯

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
団

体
が
あ

る
。
そ
の
名
も

『
ぼ
け
っ
と
・

サ
ー
ク
ル
』
。

会
員
は
九
名
と
小
さ
な
会

だ
が
、
サ

ー
ク
ル
活
動
の
活
発
さ
で

は
他

に
負
け

な
い
自
負

が
あ
る
。
公
民
館

鱗
座
の

青

年
掌
級
生
の
Ｏ
Ｂ

七
名
が
、
学
級
生
時

代

に
覚
え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も

っ
と
有
効
に
活
用
し
。
町
民

と
交
流
を

は
か
ろ
う
と
一
昨
年
結
成
し
た
ば
か
り

け
ん
引
車
で
あ
る
会
艮

は
今
二
代
目

の
樋
口
さ
ん
が
引

き
受
け
て
、
活
力
あ

る
行
助
を
推
進
し
て

い
る
。

『
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
は
、
人
間
の

社
会
的
関
係
が
複

雑
化
し
て

い
る
現
代

に
あ
っ
て
息
抜

き
の
で

き
る
大
切
な
も

の
。
心
の
交
流
に
は
最
適
で
す
』
。

会
の
結
成
後
の
｛

年
間
は

ゲ
ー
ム
や

レ

ク
ダ
ン
ス
（

音
楽

に
合
わ
せ
て
自
分

た
ち
で
振
り
付
を
す
る

）
な
ど
基
本
的

な
技
術

習
得

に
時
間
を
か
け
た
。
翌
年

の
昭
和
五
十
四
年
、
そ
の
成
来
を
大
木

戸
小
学
校
の
二

、
四

年
生
を
対
象

と
し

た

刄

ん
ぱ
く
広
場
”
で
開
花

さ
せ
た
。

こ
れ
は
『
幸
校
で
は
味
わ
え

な
い
遊

び
の
楽
し
さ
を
子
供
た
ち
に
知

っ
て
も

ら

お
う
』
と
幸
校
と
父
兄
の
承
鵬
を
得

て
実
施
し
た
も
の

。
ゲ
ー
ム
や
歌
、
紙

し
ば
い
あ
る
い
は
工
作
、
竹
馬
づ
く
り

な
ど
内
容
は
変
化
と
楽
し
さ
が

。
抔
で

あ
る
。
七
月
か
ら
十

。
り
ま
で
の
毎
日

。
回
、
日
曜
が
教
室
闘
催
の
日
。
場
所

は
火
木
戸
小
前
の
梟
会
所
を
借
用
し
た
。

『
常
時
十
人
以
上
の
出
庸
で
多
い
畤
は

．’一
十
人
く
ら

い
も
。

い

つ
も
開
始
時
間
前
に
蛎

っ
て

い
た
」
と

い
う
。

『
ｆ

哄
た
ち
は
本

能

的
に
遊
び
の
楽

し
さ
が

わ
か
る
も
の
で

す
ね
Ｉ

。

こ
の
企
画
の
ｉ

ご
た
え

は
卜
分
で
し
た

』
と
満

足
気
。
コ

わ
ん
ぱ
く
広

場

”
の
主
催
者
で
あ
る

会
口

も
わ
ん
ば
く
時
代

に
嫌
っ
で

い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
避
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
す
。
遊

九
で
や
る
と
か
教
え
て
や

る
と
か
で
は

交
流
は
生
ま
れ
ま
せ
ん

。
ｆ
供
も
会
員

も
同

じ
陣

問
の

立
場
で
触
れ
合
う
こ
と

が
。
夲
当
の
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
目

的
」

と
括

る
。
そ

の
意

味
で
ぼ

こ
の

ｙ
ｎ
ん

ぱ
く
広
鳩

”
は
大
成
功
に
違

い

な
い
。
ｆ
哄
た
ち
も
竹
馬
を
自
分
の
手

で
作
る
こ
と
か
ら
乗
り
こ
な
す

ま
で
経

験
し
た
こ
と
な
ど
、
人

き
な
喜

び
と
臼

信
を
呀
た
こ
と
だ
ろ
う
。

『
経
費
は
一
切
会
費
か
ら
充
当
し
ま

し
た
。
竹
馬

の
材
料
の
竹
は
農
家

に
お

願

い
し
て
も
ら
っ
て
く
る
と
か
費
用
の

工

而
に
苦
労
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
会

員
の
フ
ァ
イ
ト

の
う
ら
」
と
割
り
切
っ

て

い
る
。

昭
和
丘
十
五

年
度
は
、
公
民
館
主
催

の
嘔
業

ぶ

キ
大
将
教
室
”
の
指
導
を

依
頼

さ

れ
た

。
こ
の

教
室
の

内
容
は

。わ
ん
ぱ
く
敵
室

”
と
岡

じ
も
の
で
、
実

績

が
か
わ
れ
て
の
講
師
で
あ
る
。
『
企

画

か
ら
実
施
ま
で
一
切
任
さ
れ
た
の
で

や
り

が
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た

め
、
時
間
が
な
く
、
会
独
自
の
活
動

が

で

き
な
か
っ
た
」
と

い
う
。
そ
の
他

。

町
の
内
外
か
ら
も
そ
の
活
動
の
ユ
ニ

ー

ク
さ
で
指
導
依
頼
も
多
い
。
し

か
し

。

『
会
員
自
体
の
技
術
習
得
が
手
陣

に
な

っ
た
惑
も
す
る
。
も
っ
と
足
ド
を
固
め

ね
ば
』
と

い
う
反

雀
も
あ
る
。

「
な
ん
と

い
っ
て
も
人
員
不
足
で
、

や
っ
て
み
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
手

が

回
ら
な
く
て
…
…
」
。
小

さ
な
サ

ー
ク

ル

に
つ
き
も
の
の
悩
み
で

あ
る
。
’

レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
方

な
ら

誰
で
も
大
歓
迎
で
す
。
既
成
の
レ
ー
ル

に
乗
っ
た
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
昧
わ
え

な

い
新
鮮
さ
と
や
り
が
い
を
保
証
し
ま

す
」
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
「
も
っ
と
対
象

を

広
く
、
子
供
た
ち
か
ら
疔
年
、
老
人

ま
で

広
げ
た

い
」
だ
が
、

コ

歩
一
歩

欲
ば
ら
ず

に
や
っ
て
ゆ
き
た
い
」
と
も

。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
き
た
え
た
休
と
行

助
力
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
が

い
く
ら
重
く
な

っ
て
も
大
丈
夫

と
み
た
。

昭
和
二

十
年
生

ま
れ
。

森
山
字
家
９
一

５月４日～５日
日本画・書道・刻字・写真

公民館で展示会
５月４ＬＨ休日）、５Ｈ! 子どものｎ）に公民館で。日本

画・書道 一刻字・カメラ各クラブの合同展示会を間きます。

日ごろの成ｌ を兄ていただき。勉強の励みとしたい考え

です。どうかみなさん、ご家族連れで、またはお友逢とぜ

ひ公民館へお立ち寄りください。お待ちしています。

「ぼけっと・サークル」の会長

樋口典雄さん
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町
職
員
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
。
吉
田
公
民
館
長
と
佐
久
間
係
長
が
異
助
し
。
大
内
正
美
新

館
長
と
小
池
芳
男
新
係
長
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

豊
か
な
経
暇
と
幅
広
い
知
識
を
も
っ
て
意
欲
十
分
で
す
。

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
情
勢
に
対
応
す
る
公
民
館

就
任
に
あ
た
っ
て

公
民
館
長
　
大
内
正
美

こ
の
た
び
の
町
職
員
の
人
事
異
動
に

お
き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
私
が
産
業

課
長
か
ら
公
民
館
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
お
り
不
安
を
い
だ
き
な
が
ら
も
、
初

心
に
か
え
っ
て
一
生
懸
命
努
力
梢
違
い

た
す
と
と
も
に
改
め
て
決
意
を
斯

た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

。
町

民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
先
輩
の
方

々

の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
私
自
身
も
大

い
に
勉
強
に
励
み
、
こ
の
職
責
を
全
う

い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
温
か

い

ご
桁
導
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
靫

い
い
た

し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

公
民
館
は
社
会

教
育
、
生
涯
教
育
の

蝿

と
い
わ
れ
て
お
り
、
近
年
益

々
爪
要

現

さ
れ
予
算
、
組
槻
も
、
充
実
さ
れ
進

展
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
各
種
の
情
報
も
氾
濫
し
要
誚
等
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

公
民
館
は

。
こ
の
新
し

い
社
会
情
勢
に

対
応
し
。
町
民
の
規
律
と
モ
ラ
ル
の
向

上
を
は

か
る
た

め
の
活
動
を
基
本
的
な

目
標

と
し
て
仲
間
同
志
の
切
瑳
琢

磨
を

通
じ
て
、

お
互

い
に
研
修
す
る
自
主
学

Ｍ

の
堝
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

孔

幼
児

か
ら
老
人
ま
で
の
広

い
分
野
を

担
う
社
会
教
育
活
動
の
目
的
達
成
の
た

め
と
、
豊

か
な
町

づ
く
り
の
た
め
職
貫

一
体
と
な
っ
て

鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
、

皆
さ
ん
の

ご
期
待

に
応
え
て
行

き
た

い

と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で

、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
人
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

小池係長

今
春
の
定
期
異
助
に
よ
り
、
公
民
館

係
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
な
に
ぷ
ん

し
ん
ま
い
の
公
民
館
係
長
で
卜
分
職
責

を
は
た
せ
る
か
ど
う
か
は
な
は
だ
疑
問

で
す
が
、
私
な
り
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
や
る
つ
も
り
で
す
か
ら
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

３月の利用者

公民館

2､994名
体宵館

2 , 294名

昭　和　56　年　度　 ス　ポ　ー　ツ　行　事　―　覧
期　 日

56 年 ４ 月26 日

６ 月28 日

８ 月 ９ 日

８ 月22 日

23 日

９ 月13 日

９ 月27 日

10 月10 日

11 月 １ 日

12 月27 日

57 年 １ 月31 日

２ 月 ６ 日

13 白

27 日 .

３ 月5J14;

12 日

19 日

行　　　　　 事　　　　　 名

； 冫. な μ 讐 ？7:
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昭
和
五
十
六
年
度

学
級
生
を
募
集
い
た
し
ま
す

公
民
館
で
は
、
昭
和
瓦
卜
六
年
度
の

次
の
学
級
生
を
募
集
し
て

お
り
ま
す

。

そ
れ
ぞ
れ
年
間
を
通
し
て
、
学
習
、

購
義
、
旅
行

な
ど
が
計

・画
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
教

養
を
身

に
つ
け
ら
れ
。
生
活

を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
み
な
さ
ん
お
誘

い
合

せ
の
上
参
加
さ
れ
て
は
。
い
か
が

で
し

ょ
う
か
。

青

年

学

級

回
定
ｎ
　

四
卜
名

回
メ
切

円
川
て
．卜
日
一
木
）

回
町
内
在
住
の
Ｉ
Ｆ

三
歳
ま
で
の

青
年
男
女（

町
内
勤
務
者
、
学
生
も
可
）

青
年
学
慶
パ
ー
テ
ィ
ー

明

治

学

級

対
象
者町

内
に
居
住
す
る
六
卜
八
歳
以

ｈ
の
力

巾
込
み

人
植
希
訊
者
は
、
各
地
区
の
役

員
へ明

冶
学
縒
の
綢
蕚

中
央
婦
人
学
級

一
対

象町
内
に
住
ん
で
い
る
婦
人

町
内
に
助
務
し
て
い
る
婦
人

募
集
人
貝

】．下

名

日
中
コ
ー
ス
（
扣
時
～
日
吟
3
0分
）

夜
間
コ
ー
ス

ー
７
時
？
９
叶
）

メ
切

四
月
一
二
十
日
（
木
）
ま
で

津
服
デ
ザ
イ
ン
富
枝

壮

年

学

級

町
内
に
住
む
四
卜
歳
以
Ｌ
六
卜
歳

ま
で
の
成
人
男
子
の
方
の
学
級
生

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

乳

幼
児

学

級

対
卑二

歳
児
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

闘
講円

ｎ
ｊ

‘卜

日

避
具
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

若
人
の
翼

昭

和

五

十

六

年

度

募

集

福
鳥
県
で
は
野
年
海
外
派
遣
「
若
人

の

翼
」
の
参
加
者
を
幕
集
し
て
い
ま
す
．

短
刈
派
遣

卜
五
日
間

十
月
卜
七
Ｈ

Ｌ
ｒ
月
．‐
↓卜
一
日

ま
で

長
川
派
遣

二
十
五
Ｈ
間

十
月
卜
七
日

？
卜

．
月
十
日

ま
で

メ
切
月
日

昭
和
五
十
六
陬
五
月
卜
Ｈ
　

く
わ
し
い
こ
と
は
公
民
館
に
お
問
い

合
せ
下

さ
い
魯
二
六
七
六
有
四

一
五
六

新

着
図

書

あ

ん

な

い

阿
寒
に
た
つ
　
　
　

渡
辺

淳
一

和
泉
式
部
日
記
　
　

野
村
梢
．
校
注

思
い
出
ト
ラ
ン
プ
　
　

向
田

邦
ｆ

生
み
す
て
ら
れ
た
子
供
た
ち

上
、
下

シ
ー
フ
ァ
ー

ウ
ル
ト
ラ
お
じ
さ
ん
頑
彊
る

山
川

静
夫

女
た
ち
の
海
峡
　
　

平
岩

弓
枝

隠
し
剣
．
孤
彰
抄
　

藤
沢

川
平

黒
の
十
字
架
　
　
　

森
村

誡

．

聖
夜
に
耕
一
匹
　
　

山
本

多
津

條
　
　

羅
　
　
　

花
陶

幻
舟

そ
の
死
を
暴
く
な
　

勝
Ⅲ
　

梓

大
人
の
会
話
　
　
　

礫
木

雨
産

死
体
が
て
つ
　
　
　

佐
野
　

洋

ラ
イ
フ
と
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ンニ

ザ

ー
ミ

チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
原
像

ロ
ベ
ル
ト

ー
ル
ー
カ
ス

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
八
日

春

．
番
桜
梢
を
揺
さ
ぷ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

村
う
ら
ら
波
方
に
畦
の
娩
く
煙
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

牡
埓
の
芽
会
長
さ
ん
は
物
中
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
た
か
し

侈
め
く
や
生
活
む
き
な
ど
問
は
れ
居
り
　
　
　
　
　
　

須
田

泰
山

夕
霞
鬻
の
吾
妻
嶺
浮
か
し
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原

吐
絹

ダ
ム
と
な
る
宿
川
の
梅
の
咲
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

山
脈
の
晴
れ
て
真
近
や
草
寿
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
旧
三
果
樹

籠
り
癖
ぬ
け
ず
老
い
ゆ
く
春
炬
燵
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
し
げ
を

念
願
の
新
居
ゆ
た
か
に
春
隔
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷

良
一

山
脈
を
包
み
で
深
し
お
ぽ
ろ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

角
山

昭
子

望
郢
や
思
師
の
歌
集
あ
た
た
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
野
か
ね
子

胡
麻
の
香
の
た
つ
は
な
づ
な
の
あ
え
る
ら
し
　
　
　
　

鈴
木

幸
子

お
彼
岸
や
焦
禄
墓
地
に
も
赤
い
花
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田

和
喜



希

望

を

胸

に

新
看
護
婦
さ
ん

四
月
は
、
春
風
に
の
っ
た
希
望
で
胸

を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
て
社
会
に
巣
立

っ
て
ゆ
く
新
社
会
人
の
季
節
で
あ
る
。

公
立

蒔
田
総
合
病
院
で
は
。
二
十
一

名
の
看
護
罎

さ
ん

と
一
二
名
の
事
務
員
の

方
が
新
し
く
採
用

と
な

っ
た
。

一
日

か
ら
六
日
ま
で
午
後
の
半
日

は

一
同
に
会
し
一
般
的
な
病
院
業
務
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
受
け
、
そ
の
後
は
専
門
的

な
研
修
が
待
っ
て

い
る
。

そ
の
ひ
と
り
、
外
科
系

に
配
属

さ
れ

た
鈴
木
貞
子
さ
ん
（
川
内

）
は

「
探
用

さ
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
充
実
し
た

毎
日
で
す
。
頼
り
に
さ
れ
る
番
護
婦

に

な
り

た
い
」
と
目
を
き
ら
き
ら
輝
か
せ

て
晒

っ
て
く
れ
た
。

新
看
護
婦
さ
ん
た
ち

公民館報｢ くにみ｣ の復刻版を刊行

一 開けば思い出がいっぱいー
現在の 広報「くに み」が発行される以前は公民館報「＜

に み」 が町の広報紙とし て皆様に親し まれてきまし た。

今回企面課では ，その復刻版を発刊し ますの でぜひ一冊

家庭にお備え下さい。

価格2  , 0円

･内容　昭和30～48年まで（kl ～187号)  436ページB5 版

◆申込み 申込み書は 。部

落長さんを通じ て回覧

し ます。

◆配本　６月上旬

◆集金 配本と同時に行

います。
髏定5 仭佃出厰ですのでお早めに申し込みください。

戸籍の窓口
（３ 月受 付分）

出生 お めでと うご ざい ま す

子の名　　保　廛　書　　 齡部価
歓　子　 鈴木 周一　 大 町 北

幸　子　 鴨田　重貘　 前　 田
欣 也　 熊坂 初男　 内 谷 柬

広　孝　 佐藤　孝夫　 板　 檎
大　介　 安孫子和夫　 富 町 南

結　香　 佐藤　富鐓　 小　 館
紀 子　 牧野　 勇　 耕　 谷

奈繻子　 田村　幸司　 禪宗山北
ひろみ　 井砂 善栄　 北　 部

千　壽　 鈴木 廣茂　 富 町 南
亜希子　 渡廸 勝則　 小　 坂

裕 志　 吉田　 違　 石毋田束
理　恵　 遠藤 正好　 光 明 寺

美 修　 寶鑵　久雄　 第　 九
ご 鈷 婚お め でとう ご ざい ま す

氏　　　 名　　　 部罵( 黼住所)
{ 羽根田　孝　司　　　 大 町 南

赤 坂　礼 子　　　 内 谷 西

{ 佐久間　正　義　　　 篇　 二
本　多 和 子　　　 福 島 市

{ 齋　藤　宰　則　　　 貝　 田
武　田　節　子　　　 泉 田 中

{ 菅 野 一 男　　　 内 谷 家
秋 葉 登志子　　　 福 鳥 市

{ 豊　田　　 捧　　　 禪宗山北

田　口　 侵 子　　　 源宗山北
おく やみ申し 上 げ ます

氏　　 名　　 年齢　　劔　落
鴨 田 サ キ　87　 内 谷 西
廣　居　　 仁　81　 第　 三

佐久間　圭　泊　82　 銷　 町
五十嵐　春 雄　53　 鶉　 町

FI ●7T ‾‾'ミ･ － ご゙ 'ミ人 ・ と 世4 ‾'` I¶?yj う

前月此)3 月中のうごき'

男 人 ( 十 肥 ) 転 入　79
Å[

女2 人(  十 Ⅱ 》 転 出　66
尸

計ｰ 114 Å(  十 ) 出 生　1,1

世帯数2.817 戸(  十 6 )卜 死 亡　!jlJ=　...Sk-4

乢あｰ 亠&･亠`廴．
．．　．Ａ

不
要
品
コ
ー
ナ
ー

お
手
元
に
あ
る
不

用
品

を
活
用
し

ま

せ
ん
か
。

お
譲
り
し
た
い
方
、
ま
た
は

欲
し

い

方
は
企
画
課
広
報
広
聴
係

ま
で

お
知

ら

せ
を
。
（

魯
二

一
一

一
、
有
四
一
七
五

）

卜

資
源
を
有
効

に
Ｉ

編
集
日
記

Ｏ
「
四
月

は
残
酷
極
ま

る
月
だ
」
で
始

ま
る
有
名
な
詩
が
あ

る
が
、
広
報
担
当

者
と
し
て
、
今
年
の
四
月
は
ま
さ
に
こ

の
感
が
あ
る
。

○
町
の
人
事
異
助
で
七
年
間
広
報
を
担

当
し
て
き
た
凧
田
主
事

が
総
務
媒
に
転

出
し

た
。
女
性
特
有
の
や
わ
ら
か
さ
を

紙
面
に
出
し
、
親
し
ま
れ

る
広
報
づ
く

り
に
努
力
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
に
去
ら

れ
た
こ
と
は
当
面
の

痛
手
で
あ
る
。
が
。

建
設
課
か
ら
新
し
く
配
属

さ
れ
た
原
田

係
長
は
博
識
と
ユ

ー
モ
ア

に
富
ん
だ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
持
主

な
の
で
、
そ
の
よ

さ
が
広
報
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
る
だ
ろ

○
今
、
花
香
る
梅
が
敵
る
や
、
匂

う
桜

の
春
爛
漫
（
ら
ん
ま
ん

）
の
時
。
や
が

て
桃

。
り
ん
ご
と
続
き
Ｓ
兇

な
ら
で
は

の
景
観
が
展
開
す
る
。

Ｏ
『
広
報
く
に
み

』
も
一
部
紙
面
を
新

た

に
し
。
せ
め
て
、
梅
香
の
よ
う

な
す

が
す
が
し
さ
を
出
し
た
い
と
考
え
て

い

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
Ｔ

）

健

行

・

繼

鵬

ｌ
ｕ

’
町

企
画

庫

糲

鳥

県

伊

達
郡

Ｉ

兇

町
大

事

藤
田

字

一
Ｔ

田

二

２

ノ

ー

昜

九

六
九

―
一

七
ｅ
一

剛

｛

○

こ
四

丘

八

丘

て

二

：

｛

代

｝
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